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図2.1 （・）、 2(.A）、 3（・）、 4（口）の Heck反応における収率の経時変化
②触媒の再生・再利用性
ホスフィンスルフィド錯体触媒の再生・再利用性を調べるために、 Pd(O）を触媒とした新規
反応を開発した。部分的に酸化されたP2、p3、pp3をPd(O)([Pd( dba)2J）存在下、 DMF中、 125℃
で2時間過剰の硫黄と反応させると、完全にホスフィンスルフィド p2S2、p3S3、pp3S4が再生
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